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摘 要

北海道の野幌森林公園で実施したテン類の生息状況

調査において，2006年 5月と2007年 7月，2008年 5月の

計 3 回にわたってテン属 Martesを確認した．このうち，

2007 年 7 月の捕獲個体に関しては，画像や DNAの試料

がなかったため種判定ができなかったが，それ以外の

2個体については，それぞれ画像判定とミトコンドリア

DNAによる種判定の結果からクロテンMartes zibellinaで

あることが確認された．また，体サイズから2008年 5月

に回収した死体は約 1ヶ月齢の幼獣と推定された．野幌

森林公園においてクロテンの生息が確認された公式な記

録は 2004 年 11 月の自動撮影記録のみであり，実際に

DNA分析によりその生息が確認されたのは今回が初め

てのことである．また，クロテンの幼獣個体が確認され

たことにより，同公園内においてクロテンが自然繁殖し

ている可能性が示唆された．

は　じ　め　に

北海道には，在来種のエゾクロテン Martes zibellina

brachyura（以下，「クロテン」と表記）と国内外来種の

ニホンテンMartes melampusの 2種のテン属Martesが生

息している（犬飼1975）．ニホンテンは1940年代に毛皮

獣業者が本州から持ち込んだ個体が逃亡・遺棄などによ

り野生化したことに由来し，道南地域を中心に分布を拡

大しつつある（門崎1996；Murakami and Ohtaishi 2000）．

これに対し，クロテンはかつて北海道全域に広く分布し

ていたと考えられているが（犬飼1975），現在ではニホン

テンの分布拡大を受けて，道南地域から石狩低地帯，すな

わち石狩から苫小牧にかけての低地帯以西の地域ではほ

ぼ絶滅したと考えられている（細田・鑪1996；細田2002；

米田 2008）．特に，生息環境として森林を好む傾向が強

いテン属の分布は，石狩低地帯に帯状に広がる非森林帯

（図 1）が障壁となって分断されているという説もあり

（門崎・犬飼2003；平川2007），石狩低地帯以西で一度地

域個体群が消滅すれば，回復しない可能性もある．

石狩低地帯以西におけるクロテンの生息情報は，近年

では，札幌市豊平区羊ヶ丘の森林総合研究所・北海道支

所羊ヶ丘実験林内での観察例（平川2007）と，野幌森林

公園における自動撮影の記録（平川 2008）がそれぞれ 1

例ずつあるが，羊が丘では 1997 年を最後に情報が途絶

え，以降の調査ではニホンテンしか観察されていない（平

川 2007）．野幌森林公園の植生は，石狩低地帯の西側に

位置する針広混交林であるが，2004年 11月 18日に自動

図 1．石狩低地帯に広がる非森林帯と野幌森林公園の位置．石

狩低地帯は，道南エリアにつながる西側の森林帯（ ）と東部

に広がる森林帯（ ）を分断する非森林帯である．図中に矢印

で示した野幌森林公園は石狩低地帯に半島状に突き出した半孤

立林である．
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撮影で初めてクロテンの生息が確認されるまで（平川

2008），公園内におけるテン属の公式な生息記録はなかっ

た（犬飼1936；井上 1976；門崎1981；村野1999）．

今回，同公園内において実施した生息状況調査の中で，

2006年以降，複数のクロテンの生息情報を得たので，そ

の経過について報告する．なお，クロテンについては詳

細な分布状況が把握されておらず，環境省版レッドリス

ト2007年版においても情報不足（DD）となっている．

調査地および方法

野幌森林公園は，札幌市・江別市・北広島市の 3市に

またがる野幌丘陵に位置する標高 20～ 100m，広さ約

2,051 haの広大な道立自然公園（1968年指定）である．森

林部は，ミズナラQuercus crispula，カツラCercidiphyllum

japonicum，シナノキ Tilia japonica などの温帯性広葉樹林

とトドマツ Abies sachalinensisを主体とする亜寒帯性の

針葉樹林，これらの樹種が入り混じった針広混交林で構

成される沢沿いの天然林と，二次的な自然林，及びトド

マツやカラマツ Larix kaempferiなどの人工林で構成され

ている（Ishikawa and Ito 1989）．林内には100種を越える

自生樹木が確認されており，林床はクマイザサ Sasa

senanensisやチシマザサ Sasa kurilensis が優占するほか，

エゾユズリハDaphniphyllum macropodumsubsp. humile，ハ

イイヌガヤCephalotaxus harringtonia var. nana等の低木が

茂っている（梅木ほか2001）．

調査は，北海道や環境省が実施してきたアライグマ対

策事業（EnVision環境保全事務所2008；北海道森林整備

公社 2009）の一部として1999年から2009年まで実施さ

れた（表1）．捕獲には，主に箱ワナ（#1089：27 cm×32 cm

×82 cm：約4.0 kg, Havahart, Lititz, Pennsylvania, USA）を

用い，公園全域に 400mから 500mの間隔で 100基のワ

ナを設置した（図 2，表 1）．誘引餌には揚げパンとコー

表1．野幌森林公園における捕獲調査の概要

調査月 調査日数 ワナ地点数

1999 8月 21 50※

2000 8–9月 21 100

2001 8–9月 21 100

2002 8–9月 21 100

2003 7–8月 21 100

2004 5–11月 63 100

2005 5–9月 63 100

2006 5–9月 63 100

2007 5–9月 63 100

2008 4–7月 42 36-100

2009 5–7月 42 37-100

※ 1999年は公園北部地域のみにて実施．

図2．野幌森林公園における捕獲ワナ設置点とテン類の確認情報．野幌森林公園では，1999年以降，毎年50～ 100基のアライグマ捕

獲ワナを園内に設置してきたが，2006年以降は，毎年クロテンの生息情報が得られるようになった．
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ン菓子，ドッグフードを用いた．捕獲されたテン類につ

いては，捕獲日時や地点情報を記録したほか，可能な場

合には全身写真の撮影を行った後，捕獲地点において速

やかに放獣した．また，調査中に発見した死体について

は，外部計測値や性別などの個体情報を記録し，筋肉と

皮毛などのDNA分析用サンプルを採取した．

テン類の種判定については，全身写真のみの場合は，

平川ら（2010）の基準に照らし，体色の色調などによる

判定を行った．皮毛や筋肉などのサンプルが利用可能な

場合は，Inoue et al.（2010）の手法を用いて，ミトコンド

リア DNAのタイプを分析した．なお，北海道内の他地

域で実施された同様の捕獲調査で混獲される獣種は，哺

乳類ではエゾタヌキNyctereutes procyonoides albusやネコ

Felis catus，キタキツネ Vulpes vulpes schrencki，ニホンイ

タチ Mustela itatsiなどが多く，テン類の混獲は稀である

（北海道森林整備公社 2009）．

結　　　　　果

1999年以降，テン類は2回捕獲された．その他に，調

査中に遊歩道上で死体 1個体を回収した．以下にその詳

細を記す．

テン類の生体は，2006年 5月 23日に，公園南西部の小

川沿いに設置したワナで初めて捕獲された（図 2におい

て①の地点：北緯 43°02′01.9″，東経 141°30′30.0″）．撮

影した全身写真から，捕獲されたのはクロテンである可

能性が高く（図3：平川ら2010），ワナサイズとの比較か

ら頭胴長約 300mmと推測された．なお，ワナ内に皮毛

の残留はなく，DNAによる種判定はできなかった．

2回目の捕獲は，2007年 7月 18日で，公園南部の分水

嶺沿いに設置したワナで捕獲された（図 2において②の

地点：北緯 43°01′47.7″，東経 141°31′31.9″）．捕獲個体

がテン類であることは，経験を積んだ捕獲従事者によっ

て確かめられたが，写真撮影や皮毛の採取を行わなかっ

たため，客観的な指標による種の判定や成獣幼獣の判別

はできなかった．

一方，2008 年 5 月 21日に 2 回目の捕獲地点付近の

林道上（図 2，図中③の地点：北緯 43°01′46.5″，東経

141°31′32.4″）で回収された死体（図4）については，各

部位の計測値とあわせて種判定用の DNAサンプルを採

取することができた．この死体についてミトコンドリア

DNAコントロール領域の配列を調べた結果，この個体の

塩基配列（536塩基対：ハプロタイプ名MZ-NP1：DDBJ

の accession number AB627113）は既報のクロテンのコン

トロール領域配列 9 種類（MZ1–MZ9：Inoue et al. 2010）

とは異なるタイプであったが，各々と97％程の相同性を

示した．よって，この死亡個体はクロテンであると考え

られた．また，この個体の塩基配列は，ニホンテンの配

列 12種類（MM1–MM12: Inoue et al. 2010）とは分子系統

学的に異なるものであった．

上記個体は，外見上の所見では，目立った外傷は見られ

なかったが，解剖したところ頭部及び頚部が複雑骨折して

おり，交通事故が死因と推測された．性別はメスで，頭胴

長 280mm，尾長 99mm，体重 350 gであった．クロテン

では性的二型のあることが知られているが（米田2008），

メス成獣の一般的な体サイズ（頭胴長 350～ 510mm，尾

長 110～ 170mm，体重 700～ 1600 g：細田・鑪1996）か

ら幼獣と判断された．ニホンテンの亜種でクロテンと同

じ 4～ 5月に出産期を迎えるツシマテンMartes melampus

図3．2006年 5月 23日に公園内で初めて捕獲されたテン類．撮

影された画像の特徴から，体長 300 mm 程度のクロテンと判断

された．

図4．2008年 5月 21日に公園内の林道上で発見されたクロテン

の死体．回収されたクロテンは，体サイズから約 1 カ月齢の幼

獣と判定された．
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tsuensisの体重増加率（Tatara 1994）を参考にすると，約

1ヶ月齢と推定された．

考　　　　　察

野生動物調査の記録が残る1930年代以降，テン類の生

息情報が皆無であった野幌森林公園内で，2004年にクロ

テンが初めて記録された（平川2008）．ただし，これは自

動撮影された1枚の写真による記録であったため，撮影さ

れた個体の属性や野幌森林公園におけるクロテンの生息

状況については不明であった（平川2008）．また，夜間に

上方から撮影された画像による判定であったため，種の同

定にも不確実性が残った．今回，2006年の捕獲や2008年

の死体発見によりクロテンが再び確認され，後者の個体

に関するミトコンドリア DNA分析によりクロテンの塩

基配列（Inoue et al. 2010）との高い相同性が見られたこと

から，野幌森林公園内にクロテンが継続的に生息してい

る可能性が示された．特に2008年に死体で発見された個

体は，1ヶ月齢と推定される幼獣であり，外部から自力で

公園内に移入した可能性は低いと考えられたことから，

公園内で自然繁殖していることが強く示唆された．平川

（2008）は，関係者への聞き取り調査から，1999 年にテ

ン類の姿の目撃，2002年に足跡の観察があったことを報

告し，2004年の記録の少なくとも4～ 5年前から野幌森

林公園内に継続的にクロテンが生息していた可能性を指

摘した．さらに公園内での繁殖の可能性があることも論

じたが，今回の記録は，この説を裏付ける結果になった．

野幌森林公園は石狩低地帯の中に突き出した丘陵地で

孤立林に近いが，地理的には公園南西側にある北広島市

や恵庭市と連続した森林帯を形成している（図1）．した

がって，現在公園内に生息するクロテンは，石狩低地帯

南西側の集団に属すると考えられる．一方で，石狩低地

帯南西側地域では，現在ほぼクロテンの記録が途絶えて

おり（Murakami and Ohtaishi 2000；平川2008），野幌森林

公園内に生息する集団が最後の生き残りである可能性が

高い．クロテンのミトコンドリア DNAタイプ間の違い

は比較的小さいことが知られている（Inoue et al. 2010）

が，本研究により得られた幼獣個体のタイプはこれまで

に見つかったタイプとは異なるものであった．今後，さ

らに調査個体数を増やして，野幌森林公園のクロテンの

遺伝的特性の有無を検討したい．

さらに，長く生息情報がなかった野幌森林公園で，最

近になって急にクロテンが出現し始めた原因が，南西部

で分布拡大を続けるニホンテンとの競争関係にあった場

合，今後新たに公園内にニホンテンが侵入することで，

残された個体群が絶滅する可能性もある．このため，今

後も引き続き野幌森林公園やその周辺において，テン類

の生息状況を慎重にモニタリングしていく必要がある．
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In Hokkaido, two Martes species (the native sable Martes zibellina brachyura, and the introduced Japanese marten Martes

melampus) are allopatrically distributed, and the habitat boundary in central Hokkaido between both species is still controversial.

We have found evidence of Martes inhabiting Nopporo Natural Forest Park in central Hokkaido three times: May 2006, July 2007

and May 2008.  Although the animal captured in July 2007 was not identified to species because of the lack of photo data, both

the animal captured in May 2006 and the carcass found in May 2008 were identified as M. zibellina by photo analysis and mito-

chondrial DNA analysis, respectively.  The size of the carcass suggested that the animal was a juvenile of about one month old.

Mitochondrial DNA analysis showed a high homology to M. zibellina, not M. melampus.  The results indicated the inhabitation

and possible natural breeding of M. zibellina in Nopporo Natural Forest Park.

Key words: sable, Japanese marten, Hokkaido, Nopporo Natural
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